
胎
蔵
曼
茶
羅
中
台
八
葉
部

の
構
成

八

田

幸

雄

一

『
大

日
経
』

の
問
題

中
台
八
葉
部
は
胎
蔵
曼
茶
羅
の
核
心
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し

所
依
経
典

で
あ
る

『
大
日
経
』
を
見
た
限
り
、
中
台
八
葉
部
に
つ
い
て

は
充
分
な
教
理
の
確
立
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ら
し
き
も
の
が
散

見
す
る
だ
け
で
あ
る
。
『
大
日
経
』
で
中
台
八
葉
に
関
わ
る
と
み
ら
れ

(
1
)

る
記
述
を
拾

っ
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

(一)

具
縁
品
。
悲
生
曼
茶
羅
…
…
八
葉
正
円
満
…
金
剛
之
智
印

遍
出
諸
葉

間

従
比
華
台
中

大
日
勝
尊
現
。

口

普
通
真
言
蔵
品
。
]
爾
時
諸
執
金
剛
。
秘
密
主
為
上
首
。
諸
菩
薩
象
。

普
賢
為
上
首
。
」

(三)

密
印
品
。
「毘
盧
遮
那
。
観
察
大
衆
会
。
告
執
金
剛
秘
密
主
言
。
」
の
書

き
出
し
か
ら
如
来

諸
印
を
示
し
た
後
「

32
普
賢
、

33
慈
氏
、

34
虚
空
蔵
、
・

35
除

一
切
蓋
障
、
36
観
自
在
…
43
文
殊
…
等
」
の
真
言
を
説
く
。
こ
の
中

で
・
印
の
尊
を
ま
と
め
る
と
中
台
八
葉
部
四
隅
の
尊
と
な
る
。

(四)

秘
密
曼
茶
羅
品
。
「毘
盧
遮
那
。
以
如
来
眼
。
観
察

一
切
法
界
。
入
於

法
界
倶
舎
。
」…
「
中
翔
磨
金
剛
共
上
妙
蓮
華
…
…
八
葉
悉
円
整
。
」

(五)

入
秘
密
曼
茶
羅
位
品
。
「
内
現

意
生
八
葉
大
蓮

華
王
…
…

一
切

世

間

最

尊
特
身
。
」
…
於
彼
東
方
宝
憧
如
来
。
南

方
開

敷

華

如

来
。

北
方
鼓
音
如

来
。

西
方
無
量
寿
如
来
。

東
南
方
普
賢

菩
薩
。

東
北
方
観
自
在
菩
薩
。

西

南
方
妙
吉
祥
童
子
。

西
北
方
慈
氏
菩
薩
。
」
と
あ
り
、

こ

ゝ
に
始

め

て
中

台

八
葉

の
尊
名
が
具
ハ体
的
に
出

て
い
る
。

(六)

秘
密

八
印
品
。

こ
こ
に
は
如
来

の
特
性

を
示
す

八
印
と
真
言
が
記
さ
れ

て
い
る
。

(

)

内
は

『
大
日
経
疏
』

の
説
。

大

威

徳

生
 
n
a
m
m
h
 s
mm
g
n
t
b
d
d
h
m
 
r
g
m
 r
g
h
 sv
a
h
a
/

…
…

(宝
憧
)

金

剛

不

壊
 

n
a
m
m
h
 s
gm
p
n
t
b
d
d
n
a
m
 v
g
m
v
a
h
 
mv
m

/

…
…

(
開
敷
華
)

蓮

華

蔵
 

n
p
m
a
h
 s
am
a
n
t
 b
n
h
a
n
a
m
 a
m
s
g
h
 vm
h
a
/

…
…

(
弥
陀
)

万

徳

荘

厳
 

n
m
m
m
h
 sm
m
n
t
 

q
d
h
a
n
a
m
 h
a
m
 h
a
h
sv
a

/

…

…

(鼓

音
)

一
切
支
分
生
 

n
m
m
g
h
 sa
m
a
g
a
 b
n
d
d

n
a
m
 a
m
 m
h
sv
a

/

…
…

(普
賢
)

世
尊
陀
羅
尼
 

u
g
m
 

s
gm
p
n
t
 
g
d
n
a
 
m
g
d

d
g

-
h
ar
m
i

胎
蔵
曼
茶
羅
中
台
八
葉
部
の
構
成
 (
八

田
)
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胎
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茶
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葉
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田
)

la
k
a
r
a
v
a
ti
 sa
m
a
e
 sv
a
h
a
/
 

(観
百

在

)

如

来

法

住
 
m
m
a
h
 sa
m
a
g
a
 
g
d
d
h
a
n
a
m
 

a
 v
d
a
v
e
d
i
 sv
a
h
a
/

…
…

(文
殊

)

迅

疾

持
 

n
a
m
a
h
 
sa
m
a
g
a
-
g
q
d
h
a
n
a
m
 

m
ah
a
-
o
q
a
-

q
iu
i

y
o
q
e
sv
a
r
i
 kh
a

a
h
r
 
mv
a
h
a
/
 

(弥
勒

)

『
大

日
経

』

の
曼

茶

羅

の
記

述

は
以

上

の
通

ゆ

で
あ

る
が
、

こ
れ

を

統

一
的

に
ま

と

め

た

一
つ
の
観

方

は

『
大

日
経

疏

』

で
あ

り
、

こ

の
疏

を

も

と

に
ま

と

め

て

い

っ
た

の

は
胎

蔵

四
部

儀

軌

と

呼

ば

れ

る

『
摂

大

軌

』

『
広

大

軌

』

『
玄

法

寺

軌

』

『
青

竜
寺

軌

』

で

あ

る
。

『
大

目

経

疏

』

で

は
入

秘

密
曼

茶
羅

位

品

の
八

尊

と
密

印

品

の
八

印

と

を

関

係

づ

け

て

中

台

八
葉

部

を
確

立

し

て

い

る
。

(
2
)

次
に
図
像
め
分
る
曼
茶
羅
と
し
て
は

『
胎
蔵
図
像
』
『胎
蔵
旧
図
様
』

(3
)

『
現
図
』
が
あ
り
三
昧
耶
形
の
曼
茶
羅
と
し
て
は

『
大
悲
胎
蔵
三
昧
耶

曼
茶
羅
』・
と

『
胎
蔵
三
味
耶
図
』
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
比
較
対
照
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
中
台
八
葉
の
性
格
は
よ
り
明
ら
か
と
な
る
。

こ
の
中
で

『
胎
蔵
図
像
』
と

『
大
悲
胎
蔵

三
昧
耶
曼
茶
羅
』
(以
下

『
三
昧
耶
マ
ン
ダ
ラ
』
と
い
う
)
は
同
じ
系
統
の
も
の
で
あ
る
。
但
し
後

者
は
前
者
に
比
べ
て
新
し
く
教
理
的
に
も
進
ん
だ
も
の
を
持

っ
て

い

る
。
『
胎
蔵
図
像
』
か
ら
発
展
し
不
空
系
の
思
想
を
入
れ
た
も
の
が

『
胎

蔵
旧
図
様
』
で
あ
り
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
増
広
し
た
も
の
が

『現
図
』
で

あ
る
。

一
方

『
大
目
経
』
の
秘
密
曼
茶
羅
品
を
中
心
に
し
な
が
ら

『
大

(
4
)

日
経
疏
の
説
を
と

っ
て
発
展
的
に
示
し
た
の
が

『
胎
蔵
三
昧
耶
図
』
で

あ
る
。

こ
の
図
は
中
台
八
葉
部
の
構
成
に
関
す
る
限
り

『
胎
蔵
図
像
』

と
は
異
系
統
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
二

つ
の
系
統
の
マ
ン
ダ
ラ

の
構
成
を
明
ら
か
に
し
て
中
台
八
葉
の
世
界
を
探

っ
て
い
き
た
い
。

(5
)

二

『
胎
蔵
三
昧

耶
図
』

中
央

大
日

円
輪
の
中
に
方
形
あ
り
、
そ
の
中
に
五
輪
塔

東

宝
橦

大
威
徳
生
印

蓮
上
三
角
内
に
宝
珠
四
つ
の
三
角
が
囲
む

南

開
敷

金
剛
不
壊
印

蓮
上
の
金
剛
杵
を
四
金
剛
杵
が
囲
む

西

弥
陀

蓮

花

蔵

印

蓮
上
の
初
割
蓮
華
を
四
蓮
華
が
囲
む

北

鼓
音

万
徳
荘
厳
印

半
月
風
輪
の
中
に
手
印
を
示
し
点
が
と
り

ま
く

東
南

普
賢

一
切
支
分
生
印

円
輪
内
の
瓶
を
四
金
剛
杵
が
囲
む

西
南

文
殊

法

住

印

方
形
の
中
に
青
蓮
と
二
点
を
示
す

西
北

弥
勒

迅
疾

持

印

方
形
の
申
に
手
印

東
北

観
音

世
尊
陀
羅
尼
印

虹
形
の
上
に
橦
幡
、
金
剛
杵
が
囲
む

種
子
、
四
方
の
中
央
に
am
 kh
am
 a
m
 mh
/

四
方
の
両
側
に
ram
 rah
 v
am
 v
ah
 ma
m
 mgh
 hmm
g
h
/

右
に
示
し
た
よ
う
に

『
胎
蔵
三
昧
耶
図
』
は
経

の
入
秘
密
曼
茶
羅
位

品
に
出
る
中
台
八
葉
部

の
八
尊
は
秘
密
八
印
品
に
説
く
八
印
に
他
な
ら

ぬ
も
の
と
す
る

『
大
日
経
疏
』
の
説
に
基
づ
い
て

い
る
こ
と
が
分
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
八
尊
を
象
徴
す
る
図
像
も
疏
の
説
に
基
づ
い
て

い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
八
葉
の
真
言
は
当
然
に
秘
密
八
印
品
の

-96-



真
言
が
充
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
形

は

『
摂
大
軌
』
『
広
大
軌
』
『
玄
法
寺
軌
』
『
青
竜
寺
軌
』
に
と

り
入
れ
ら
れ
、
更
に
は
日
本
に
伝
承
さ
れ
る

『胎
蔵
法
』
は
み
な
こ
の

形
式
に
よ

っ
て
い
る
。

『
胎
蔵

三
昧
耶

図
』
の
円
輪

円

の
四
方

の
種
子

ram
 rmh
 v
am

v
a
h
 sam
 mah
 "
h
gm

g
h
"
は
秘
密
八
印
品
の
大
威
徳
生
、
金
剛

不

壌
、

蓮
華
蔵
、

万
徳
荘
厳
の
諸
印
の
真
言
の
種
子
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

れ
ら
の
種
子
真
言
の
も
と
に
な
る
の
は

『
大
目
経
』
に
説
か
れ
た
法
界

平
等
観
の
真
言
で
あ
り
、
ま
た
円
輪

の
中
に
記
さ
れ
た

書

k
h
am

am

mh
の
種
子
も
こ
の
真
言
の
中
に
類
似
の
も
の
が

み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
示

せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
真
言
は
法
界
平
等
観
、

又
は
大
真
言
王
と
も
呼
ば

れ
、
『
胎
蔵

法
』
の
行
法
で
は
大
日
如
来
の
身
口
意
三
法
界
の
平
等
を
観
ず
る
印
言

と
さ
れ
て
く
る
。
そ
の
た
め
に
は
こ
」
に
説
か
れ
た
十
二
字
を
身
体
に

配
し
て
観

想
を
深

め

て
い
く
。

ア
ム
頂
、

ク
ハ
ム
右
耳
、

ア
ム
左
耳
、

ア
ブ
額
、

サ
ム
右
肩
、
サ
フ
左
肩
、
ハ
ム
心
、
ハ
フ
背
、
ラ
ム
謄
、
ラ
フ
腰
後
、

ヴ
ァ
ム
左
右

の
股
、
ヴ
ァ
フ
左
右
の
足
と
観
じ
、
自
己
の
身
体

は
そ

の
ま

ま
大
目
如
来
と
観
想
し
て
い
く
。
更
に

『胎
蔵
法
』
で
は
遍
法
界
無
所

不
至
の
印
言
を
も

っ
て
自
身
即
大
目
の
確
信
を
深
め
る
の
で
あ
る
。
印

は
大
率
都
婆
印
を
結
び
、
自
己
は
法
界
塔
婆
大

日
と
な
る
と
観
想
し
て

無
所
不
至
の
真
言
を
諦
す
る
。

更
に
こ
の
究
極
の
世
界
は
自
己
自
身
大
日
と
な
り
、
光
の
主
体
と
な
る

こ
と
か
ら
百
光
遍
照

の
主
体

で
あ

る

"
暗
字

am
"
と
な

る
と
観
想

し
、

こ
」
に
中
台
の
中
心
尊
大
目
の
観
想
法
が
完
成
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と

『
胎
蔵
三
昧
耶
図
』
の
中

台
八
葉
部

は
単

に

『
大
目
経
疏
』
の
説
を
も

っ
て
入
秘
密
曼
茶
羅
位
品
の
八
尊
と
、
秘
密

八
印
品
の
八
印
と
を
結
び
つ
け
た
だ
け
で
は
な
く
、
経
の
法
界
平
等
観

の
真
言
を
と
り
入
れ
て
行
者
の
身
体
即
大
日
と
し
、
そ
れ
が
中
台
八
葉

と
関
わ
る
こ
と
を
明
示
す
る
と
と
も
に
、
大
日

の
体
得
が
法
界
塔
婆
の

体
得
で
あ
り
、
光
明
の
体
得
で
あ
る
と
し
て
、

中
台
八
葉
の
観
法
を
完

成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。(2

)

三

『
胎
蔵
図
像
』

『
胎
蔵
図
像
』
は
申
台
八
葉
の
尊
が
確
定
し
て
い
る
。
毘
盧
遮
那
は

定
印
、
宝
橦
は
触
地
印
、
開
華
王
は
与
願
印
、
無
量
光
は
定
印
、

慈
氏

は
瓶
、
観
自
在
は
蓮
華
、
曼
殊
室
利
は
青
蓮
、
普
賢
は
剣
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
中
で
四
方
の
四
仏
は
す
べ
て
釈
尊
の
印
で
あ
る
。

こ
れ
に
大

乗
仏
教
の
主
要
尊
で
あ
る
慈
氏
、
観
自
在
等
の
諸
菩
薩
を
配
し
、
申
尊

に
毘
盧
遮
那
を
据
え
て
、
釈
尊
の
曼
茶
羅
に
即

し
て
密
教
の
曼
茶
羅
の

胎
蔵
曼
茶
羅
中
台
八
葉
部
の
構
成
 (八

田
)
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世
界
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
。

四
方
の
四
仏
は
古
く
か
ら
あ
る
四
方
仏
の
思
想
に
基
づ
き
、
そ
れ
が

釈
尊

の
世
界
を
示
す
よ
う
に
な
り
、
『
胎
蔵
図
像
』
で
は
中
尊
を
毘
盧

遮
那
と
す
る
こ
と
に
ょ
り
大
目
の
曼
茶
羅
と
な

っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
系
統

の
図
像
は
金
剛
界
曼
茶
羅

の
四
仏
、
即
ち
阿
開
、
宝

生
、
無
量
寿
、
不
空
成
就
に
な

っ
て
い
く
。

一
方

『
胎
蔵
旧
図
様
』
で

は
胎
蔵
四
仏
の
特
性
を
示
す
た
め
に
、
図
像
を

一
っ
ず
ら
せ
弥
陀
は
固

定
し
て
1

新
し
い
曼
茶
羅
を
作

っ
て
い
く
。
即
ち
宝
憧
は
与
願
、
開

敷
華
は
施
無
畏
、
弥
陀
は
力
端
定
印
、
天
鼓
は
触
地
印
と
す
る
。
こ
の

形
は

『
現
図
』
に
継
承
さ
れ
て
い
く
。

さ
て

『
胎
蔵
図
像
』
の
四
方
四
仏
は
伝
統
的
な
四
方
仏
を
も
と
に
し

た
釈
迦
の
曼
茶
羅
を
基
礎
に
し
て
い
る
が
、
中
台
八
葉
部
を
形
成
す
る

に
あ
た
っ
て
は

『
大
目
経
疏
』
の
説
を
参
照
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
特

色
が
あ
る
。
そ
れ
は

『
大
日
経
』
そ
の
も
の
の
申
か
ら
疏
と
は
別
の
方

法
で
中
台
八
葉
部
を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
毘
盧
遮

那
、
弥
勒
、
観
自
在
、
文
殊
、
普
賢
の
図
を
示
し
た
横
に

『
大
日
経
』

に
示
さ
れ
た
真
言
文
が
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
示
せ
ば
次
の
通
り
と
な
る
。

毘

盧

遮

那
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a
m
a
h
 
m
m
a
g
a
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d
h
a
n
am
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m
e
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a
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入

仏
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m
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m
a
n
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v
a
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/
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) 
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し

『
大

日
経

』
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帰

命

句

は

*
g

d
q
h
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n
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弥
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n
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m
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n
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d
d
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n
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g
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観
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m
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h
a
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m
t
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v
a
r
k
i
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a
m

a

a
y
a
 
r
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v
a
h
a
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文

殊
 
m
g
g
k
 

m
a
r
a
k
a
 v
i
m
k
g
a
t
h
i
t
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 m
a
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m
a
r
a

 

普

賢
 
m
g
a
m
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a
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e

v
a
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h
a
r
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ir
 
U
a
t
m
m
a
m
h
a

 
右
の
真
言
文

の
中
で
毘
盧
遮
那
の
三
真
言
は
密
印
品
に
出
る
も
の
で

あ
り
、

そ
の
中
の
始
め
の
二
つ
は
別
の
箇
所
で
も
出
る
真
言
で
あ
る
。

第
三
番
目

の
真
言
は
金
剛
頂
経
系
に
も
出
る
真
言

で
、
『
不
空
三
巻
本
』

『
心
軌
』
に
も
出
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
帰
命

の
句
が

g
d
d
h
a
a
m

↓
v
m
a
n
a
mと
あ
る
こ
と
は

『
大
日
経
』
自
体

に
も
金
剛

の
思
想

が

濃
厚
で
あ
る
が
、

一
方
金
剛
頂
経
系
の
思
想
も
入

っ
て
い
る
こ
と
を
示

す
も
の
で
あ
る
。

 
弥
勒
以
下

の
中
台
の
四
隅
の
諸
尊
の
真
言
は
普
通
真
言
蔵
品
、
密
印

品
に
出
る
真
言
で
あ
り
、

こ
こ
か
ら
見
る
に

『
大

日
経
』
の
立
場
か
ら

疏
の
説
に
依
ら
ず
に
独
自
に
中
台
八
葉
部
を
構
成

し
た

こ
と
が
分
る
の

で
あ
る
。
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四

『
三
昧
耶
曼
茶
羅
』

『
三
昧
耶
曼
茶
羅
』
は

『
胎
蔵
図
係
』
の
伝
承
を
よ
く
踏
襲
し
て
い

(
6
)

る
が
中
台
八
葉
部
の
五
仏
は
独
自
の
図
像
を
示
し
て
い
る
。
中
央
毘
盧

遮
那
は
三
角
智
印
を
と
り
ま
く
金
剛
杵
。

こ
れ
と
類
似
す
る
の
は
42

一

切
如
来
印

(遍
知
印
)
で
あ
る
。
四
方
の
四
仏
は
す
べ
て
如
意
宝
珠
を
中

心
に
、
宝
憧
は
金
剛
が
囲
み
、
開
敷
華
は
金
剛
が
蓮
華
と
化
し
た
も
の

が
と
り
囲

み
、
弥
陀
は
蓮
華
が
囲
み
、
鼓
音
は
天
鼓
が
と
り
囲
む
図
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
智
火
と
如
意
宝
珠
の
組
み
合
わ
せ
で
五
仏
の
世
界
が

一
体
の
も

の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
如
意
宝
珠
よ
り
生
ず
る
働
き
は
金

剛
↓
金
剛

の
華
化

(智
慧
の
大
悲
へ
の
転
化
)↓
蓮
華

(清
浄
心
と
大
生
命
)

↓
鼓
音

(説
法
教
化
)
に
展
開
し
て
い
く

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
考

え
方
は

『
五
部
心
観
』
の
思
想
と
類
似
す
る
。

『
三
昧
耶
曼
茶
羅
』
は
こ
の
よ
う
に
宝
珠
の
信

仰
が
強

く
出

て
い

る
。
こ
れ
は
中
台

の
諸
尊
に
留
ら
ず
、
中
台
の
諸
尊
を
し
め
く
く
る
虚

空
眼
、
毫
相
は
如
意
宝
珠
と
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
更
に

『
現
図
』
に

あ

っ
て
遍
知
院
に
は
三
角
智
印
の
他
に
、
仏
眼
仏
母
と
大
勇
猛
菩
薩
が

配
さ
れ
て
い
る
が
、
『
大
日
経
疏
』
を
参
照
す
る
と
如
意
宝
珠

に
関
わ

る
尊
で
あ
る
。
『現
図
』
は
こ
の
他
に
地
蔵
、
除
蓋
障
、
虚
空
蔵

の
尊

を
各
部
の
主
尊
と
し
て
配
す
る
が
、
皆
如
意
宝
珠
を
示
し
て
い
る
。
ま

た

『
胎
蔵

三
昧
耶
図
』
の
宝
憧

の
印
は
三
角
智
火
の
中
に
宝
珠
を
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

『
現
図
』

の
立
場

『現
図
』
の
四
方
四
仏
は

『
胎
蔵
旧
図

様
』

の
形

式
を
踏

ん

で

い

る
。

一
見

『
胎
蔵
図
像
』
『
三
昧
耶
曼
茶
羅
』
そ
し
て

『
胎
蔵

三
昧
耶

図
』
と
は
別
図
の
よ
う
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
曼
茶
羅
の
趣
旨
は
よ
く

生
か
さ
れ
て
い
る
。

中
台
八
葉
の
蓮
葉
の
間
よ
り
出
る
金
剛
は
金
剛

の
智
恵
と
の
関
わ
り

を
よ
く
示
し
、
中
台
八
葉
院
の
四
隅
の
四
宝
瓶
は
浄
菩
提
心
の
宝
を
示

し
、
そ
れ
は
如
意
宝
珠
と
連
な
る
も
の
で
あ
る
。
中
尊
大
日
よ
り
出
る

五
色
の
光
背
は
五
智
を
示
す
と
と
も
に
五
輪
の
法
界
塔
婆
を
暗
示
す

る
。
四
方
四
仏
の
図
像
は

『
胎
蔵
旧
図
様
』
の
形
式
を
踏
み
、
釈
迦
の

図
像

に
即
し
な
が
ら
胎
蔵
大
日
の
諸
徳
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

更
に

『現
図
』
は
中
台
八
葉
院
と
と
も
に
遍
知
院
と
持
明
院
の
尊
を

一

組
み
の
も
の
と
し
て
み
る
と
き
、
『大
日
経
』
の
未
完
な
教
理
を
勝

れ

た
立
場
で
完
成
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
の
で
あ

る
。

1
 
大
正
蔵
経
十
八
巻
の
中
e
六
下
、
 口
一
四
上
、
国
二
四
上
、
二
六
中
、

(四)
三
四
上
、
国
三
六
下
、
因
三
七
上
-
中

2
 
大
正
図
像
二
巻
、

一
九
七
頁
以
下

3
 
大
正
図
像
二
巻
、
三
二
九
頁
以
下

4
 
大
正
図
像

一
巻
、
六
二
五
頁
以
下

5
 
大
正
図
像

一
巻
六
二
五
頁
以
下
図
版
二

6
 
大
正
図
像
二
巻
三
三
四
頁
-
三
三
七
頁

(関
西
学
院
大
学
講
師
)

胎
蔵
曼
茶
羅
中
台
八
葉
部
の
構
成

(
八

田
)
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